
 

                                                                                                                  
 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

□「男声合唱団昴・関西紫金草合唱団１０周年コンサート」が「うたと平和とそして希望と」と銘うって、

４月２５日（日）１４時３０分から１７時まで「ＮＨＫ大阪ホール」で開かれました。１２００名余の大

勢の聴衆を前に無事全曲を歌いあげ、「若々しい声で、訴えのある迫力あふれるステージだった」と大好評

をえました。 

 

□まず、男声合唱団｢昴｣により、本並指揮者、近藤静ピアニスト＋４２名で、「春をまつ」、「ふきのとう」、

「たんぽぽ」の３曲を、恒例の赤シャツに９条バッジを胸につけ、爽やかにステージのプロローグを努め

ました。歌いやすい舞台で皆、気持ち良く声を出せたので、まずは安堵。 

 

□「昴」団員は、ほぼ全員ステージに上がりました。ドクターストップの西村さん、寺尾さん、せっかく 

今日めがけて練習をつんで張り切っておられたのに本当に残念でした。２人の分も頑張りましたよ！ 

また、はるばる勤務先のインドネシアから１０周年コンサートの為に帰国して参加してくれた伊藤さんは、

テノールでは欠かせない美声の持ち主、おかげさまで合唱のレベルが上がりました。感謝！ 

 

□続いて１０周年コンサート実行委員長をお願いした渡辺武（わたなべたける・元大阪城天守閣館長）さ

んから観客の皆さんにご来場の感謝と、「男声合唱団昴」・「関西紫金草合唱団」の紹介と１０周年を迎えて

の励ましの挨拶を頂きました。 

Subaru 
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１０周年コンサート大成功！！ 

昴 男声合唱団 

・・・４月２５日（日）・・・ＮＨＫ大阪ホール 
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□第一部は合唱朗読構成「紫金草物語」全１２章の演奏。「関西紫金草合唱団」の１０周年コンサートに全

国各地の紫金草合唱団の仲間が同じ舞台を努めてくれました。「奈良紫金草合唱団」、「東京紫金草合唱団」、

「府中紫金草合唱団ヴィオレッティ」、「千葉から愛と平和を！合唱団」、「金沢紫金草合唱団」、「合唱団エ

ガンス」（広島）と九州から古賀さんの皆さんで、遠路それこそ全国から駆けつけてくれました。 

 

□指揮は本並美徳、ピアノ山下和子、二胡 鳴尾牧子の各先生＋団員１１５名の皆さんで、厚みのある感動

の演奏を届けました。「紫金草ネット」が築いてきた友情・団結と「紫金草物語」を歌い広げてきた熱い想

いを再認識できるステージでした。 

 

□第２部は我が「男声合唱団昴」のステージ。プロローグと同じメンバーで、今度はこのコンサート用に

新しく購入したブルーシャツに着替えての舞台。出だし４曲は壇美知生、後の５曲は本並美徳各先生の指

揮、ピアノは同じく近藤静さん。それに、２曲は「ＴＥＲＲＡ」のダンスチームがダンスで華を添えてく

れました。 

 

□演奏曲はこの１０周年コンサートへ向けて新しく練習し、親しみのある楽しい曲も織り交ぜてという選

曲で、「シルクロード」、「鶯」、「鶴」、「アンチェインドメロディー（優雅なダンスつき）」、「埴生の宿」、「大

きな古時計」、「なぜ」、「ねがい」と、「Ｉ’ve got Six pence(溌剌としたダンスつき)」の９曲を楽しく元気

に、あるいは懸命に訴えをこめて歌いあげました。応援出演してくださった「ＴＥＲＲＡ」のダンスチー

ムの皆さん、おかげさまで「昴」始まって以来の華やかな舞台となりました。皆さんありがとうございま

した。野村さんの飛び入り形式のダンスも大成功の出来でした。 (2/4) 
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□「一昨年のシンフォニーホールでのコンサートの時より若々しい声になっている」、「重厚な男声合唱を

堪能した」、「ダンス付きの新機軸が新鮮だった」と、おおむねうれしい評価だったようですが、詳しくは、

アンケートのまとめと、各団員が集めたお友達の評価を待ち、反省会をしましょう。当然辛口の指摘もあ

ると思います。 

 

□最後の第３部は、大阪初演となる「無言館」（第１章～第５章全曲）。演奏に先立ち、作詞者であるＴＥ

ＲＲＡプロデューサーの村嶋由紀子さんから「無言館」誕生にまつわる話と、作詞にこめた愛と平和への

想いと誓いを司会者からのインタビュー形式で熱く語って頂きました。 

 

□さあ、いよいよ「無言館」の演奏が始まりました。伸びやかな声の檀美知生さんのテノールソロ、本並

指揮者、青山洋子ピアニスト＋１３７名（ＴＥＲＲＡ、関西紫金草、奈良紫金草、昴）の大ステージ。大

人数ながら、それぞれかなりの回数レッスンを積んで歌いこんできたメンバーたちです。特に「ＴＥＲＲ

Ａ」の皆さんはすでに本邦初演を神戸で公演した実績を持っての友情出演で、力強い味方を得て我々も自

信を持ってステージに立つことができました。 

 

 

□戦没画学生の絵と家族と友人たちと生へのせつない想いに重ねて、「愛と平和」への誓いを「いまならま

だ間に合う」と心をこめて歌いあげましたが、さて聴衆に充分伝わったでしょうか。これも、アンケート

と友人の評価を待って反省することにしましょう。 

 

□司会グループをＴＥＲＲＡのメンバーに引き受けていただきました。合志さん、鶴丸さん、村上さん、

杉原さん、（かげアナ）三宅さん、それに、指導の村嶋ディレクターの皆さんありがとうございました。親

しみがあって爽やか、訴えるところはしっかりで、今までにない新鮮な司会で、観客に好感をもって迎え

られたと思います。 

 

□南京の市民や学生の皆さんと、「紫金草合唱団」や「男声合唱団昴」が公演や交流をつうじて長年、友好

の実を重ねてくる中で、ずっとお世話になってきた孫曼さんが、南京からわざわざお祝いに駆けつけて下

さり、日本人以上の達者な日本語で、１０周年コンサートに熱い友好のメッセージを下さいました。 

 

□最後に、孫曼さんも舞台へ上がって頂いての「海よ故郷」と「今日の日はさようなら」を客席と一緒に

うたい、実りある１０周年コンサートを無事終わることができました。「今日の日はさようなら」はピアニ

ストの山下さん、近藤さん、青山さんの３人が連弾で間奏（山下さん編曲）を弾いてくれる豪華なピアノ

付きとなりました。 

 

□舞台監督の溝口さん、撮影、受付などを引き受けていただいた要員の皆さま、まいど大変なお世話をお

かけしています。おかげさまで、無事１０周年コンサートを打上げることができました。ありがとうござ

いました。出演の皆さんも、ご苦労様でした。皆さまほっとしてお疲れの出ませんよう。 
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□１０周年コンサート実行委員の皆さん、お忙しい中、いままで度重なる会合・準備にご苦労を頂き、今

日も、団員に先だって９時から集合して働いて頂いて、今までにない大勢の参加者のお世話を頂き、コン

サートを成功に導いて頂きました。団員一同感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

□と感謝してきて、いちばん大変だった方への感謝が最後になりました。指揮の本並先生、檀先生、きつ

いスケジュールのレッスンを休まず努めて、打ってもなかなか響きの悪い団員をうまずたゆまず、鞭達激

励、鍛えていただき、かなりのレベルに引き上げて頂きました。ヴォイストレーナーの檀さん、富樫さん、

千秋さんもおかげさまで「若々しい」声になったとの評価を頂きました。ピアニストの静さん、青山さん、

山下さん、ありがとうございました。皆さまのおかげで無事１０周年コンサートが成功しました。謝謝！ 

 

 

□終演後、大阪城公園内の「豊城園」で「打上げ」を行い健闘をお互いに称えあいました。 

 

□席上、「男声合唱団昴」、「関西紫金草合唱団」両団の創立にかかわる功労者の皆さんに１０周年を迎えた

感謝の言葉とともに、「記念品」（鳩 紫金草唐草紋フォトスタンド・昴団員制作）の贈呈を団員一同から行

いました。藤後さん、本並さん、山下さん、千秋（永津子）さん、石川さん、中嶌さん、遠部さんの７名

の皆さんです。千秋（永津子）さんは、調布市在住で今日は来場できませんでしたが、去る４月１８日の

総稽古を聴きにきてくれました。石川さんは体調優れず、楽しみにしていたステージでの演奏は残念なが

らドクターストップでした。 

 

□「打上げ二次会」が「興隆園」に場所を移して行われました。同じ場所で、金沢大学歌う会ＯＢを中心

とする「１０周年コンサートにちなむ懇親会」が２６名で行われていて、入れ替わりに、孫曼さんをエス

コートして、藤後団長、本並さんら２０数名が入ってきました。孫曼さんが気軽にピアノを弾いてくれて、

うたごえ喫茶で交流を深めました。実行委員長の渡辺さんが朗朗としたお声でモンゴル語の歌を披露し喝

采を浴びました。 

 

□孫曼さんのお父さんは６７歳で、「昴」や「紫金草」の男声団員の平均年齢とほぼ同じ。「みなさんの若々

しさにならって、自分の父親にも期待して見直さなくては」と、うれしい激励のことば。 

 

 

 

２０１０年５月ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議 

ニューヨーク行動・うたごえ代表団派遣カンパ 
（大阪のうたごえ協議会） 

 

１０周年コンサート会場で上記の趣旨を訴え、大阪のうたごえ

協議会から国際署名と派遣のカンパをおねがいしましたとこ

ろ、３３、０５５円（３０名近く）と多数の署名のご協力を得

ました。ありがとうございました。 

 

アピール：核兵器のない世界を 
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４月３０日（金）の定例レッスンはお休みします、お間違えなく！！ 

次のレッスン ５月７日(金) に元気にお会いしましょう！ 

リハーサル前の体操と発声、総勢２００名近く。舞台からあふれて載りきれません。 

２０１０年日本のうたごえ祭典 

コンクール形式の合唱発表会 

大阪南地区合唱発表会 

 

□７月１９日（月・祝） 

□住吉区民センター 

□南海高野線 沢ノ町 

□午前 リハーサル 

□午後２時～５時 発表会 

 

（詳細は後報） 


